
静岡県公立高等学校ＰＴＡ連合会 

 

令和６年度 高校生善行表彰 受賞者一覧 

 

【個人の部】                                ※敬称略 

NO 学 校 名 氏   名 
学
年 

推薦区分 

１ 

静岡県立沼津商業高等学校 

山梨
やまなし

 凌
りょう

右
すけ

 

１ (2)善行 ア 救助・救援活動 ２ 菊池
きくち

 桃
もも

花
か

 

３ 後藤
ごとう

 幸樹
こうき

 

(理由) 令和 6年 4月22日、下校中に自転車で転倒し怪我をした高校生を目撃し、介抱した上

で所属校、警察、救急隊に連絡し、現場の安全確保と警察の事情聴取等への協力を行った。 

４ 静岡県立科学技術高等学校 稲森
いなもり

 正
あきら

 ３ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年7月19日、登校途中に通りがかった自動車同士の交通事故の現場において、

交通整理や警察官の事情聴取に協力した。 

５ 

静岡県立静岡高等学校 

鈴木
すずき

 敬
たか

稔
とし

 

２ (2)善行 ア 救助・救援活動 

６ 是永
これなが

 陸羽
りくう

 

(理由) 令和 6年 7月20日、安倍川花火大会の混雑する会場で迷子になった２歳児を見つけ、

自らの花火見学をさておいて男児を励ましながら警察官による発見につなげた。 

７ 

静岡県立掛川工業高等学校 

大谷
おおたに

 侑生
ゆうき

 

２ (2)善行 ア 救助・救援活動 
８ 岡田

おかだ

 凛
り

央
お

 

９ 深尾
ふかお

 航
こう

大
だい

 

10 守田
もりた

 羽也斗
は や と

 

(理由) 令和 6年 5月 9日夕方、学校近くの路上で転倒した高齢男性を見つけ、近くの大人と

協力して応急手当をした上で、救急車の手配と誘導、所属校への支援要請を行った。 

11 静岡県立掛川工業高等学校 大山
おおやま

 隆
りゅう

誓
せい

 １ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和 6年 9月 1日夕方、転倒した高齢女性を見つけ、近くの地域の方々と協力して応

急手当をした上で、救急車の手配と誘導を冷静かつ迅速に行った。 

12 

静岡県立磐田南高等学校 

石井
いしい

 香
か

衣
え

 

３ (2)善行 ア 救助・救援活動 
13 梅田

うめた

 鈴
すず

菜
な

 

14 杉浦
すぎうら

 花音
かのん

 

15 鈴木
すずき

 心
ここ

海
み

 

(理由) 令和6年6月26日夜、バイクと軽自動車の衝突事故に遭遇し、救急車を要請した上で

怪我をした人物の救助や散乱した破片等の片付けと交通整理等を行った。 

 



16 静岡県立浜松大平台高等学校 大石
おおいし

 幸
ゆき

矢
や

 ３ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和 6年 7月 9日、登校途中に街路樹の近くで、こめかみから出血しうずくまってい

る小学生を見つけ、近くの方と協力して救助にあたり保護者の到着まで付き添った。 

17 静岡県立浜名高等学校 池谷
いけや

 美
み

緒
お

 ３ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年4月16日、登校途中に自転車に乗った中学生と乗用車の事故を目撃し、はね

られた中学生に声をかけて介助し、当人が落ち着くまで救援にあたった。 

18 
静岡県立浜名高等学校 

野澤
のざわ

 康
こう

佑
すけ

 
３ (2)善行 ア 救助・救援活動 

19 津田
つ だ

 廉
れん

大
だい

 

(理由) 令和 6年 9月 2日午後、混乱して近隣の小学校を飛び出し、浜名高校周辺を泣きなが

ら歩いている小学生を見つけて保護し、無事当該小学校の教職員に引き渡した。 

20 静岡県立浜名高等学校 松本
まつもと

 悠
ゆう

佑
すけ

 ２ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和 6年 9月 4日、遠州鉄道新浜松駅で白杖を持った視覚障がい者の方が、階段やエ

スカレーター付近の移動に困っているのを見て、適切に誘導と介助を行った。 

21 
静岡県立藤枝東高等学校 

巻
まき

野
の

 結
ゆ

衣
い

 ２ 
(2)善行 ア 救助・救援活動 

22 大石
おおいし

 南実
みなみ

 １ 

(理由) 令和 6 年 5 月下旬、市内の交差点において自転車で転倒し、怪我をした男子中学生を

見つけて声をかけ、所属校の保健室に連れ帰って手当につなげた。 

23 

静岡県立藤枝東高等学校 

上野
うえの

 祥
よし

悠
ひさ

 

３ (2)善行 ア 救助・救援活動 

24 川口
かわぐち

 瑠子
り こ

 

25 清水
しみず

 美来
み く

 

26 高野
たかの

 莉子
り こ

 

27 長島
ながしま

 悠
ゆう

真
しん

 

28 増田
ますだ

 陽
はる

菜
な

 

29 宮坂
みやさか

 苑
その

香
か

 

(理由) 令和6年5月下旬、学校近くの交差点において自転車で転倒した男子中学生を見かけ、

所属校の保健室まで付き添い中学生の保護者への連絡と救急外来受診につなげた。 

30 静岡県立伊豆中央高等学校 長澤
ながさわ

 朋
とも

 １ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年8月10日朝、部活動で訪問した山中湖の周回コースで、自動車の自損事故を

目撃して、運転手の怪我の有無を確認した上で路側帯に乗り上げた車の救出に力を貸した。 

31 静岡県立伊豆中央高等学校 森島
もりしま

 昊
こう

聖
せい

 ２ (2)善行 ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年2月3日朝、駅で倒れていた高齢女性を発見し、すぐに交番に連絡をした上

で、救急車が到着するまで女性に寄り添って声かけを行い励ました。 

32 静岡県立相良高等学校 柴田
しばた

 姫
ひ

愛
な

 ３ (1)奉仕活動 イ 地域社会の環境美化活動 

(理由) 学校のSCH活動に 3年間で累計23回参加し、特に海岸清掃のボランティア活動に数

多く取り組み、奉仕活動の意義や重要性を理解し学校生活に活かそうとする姿が見られた。 

33 静岡県立榛原高等学校 北西
きたにし

 快名
ここな

 ２ (2)善行  ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年9月12日、登校中に道路に倒れていた年配の女性を発見し、本人に確認し

ながら救急隊に状況を伝えて、その到着を待ちすみやかな救助につなげた。 



34 
静岡県立清流館高等学校 

鈴木
すずき

 翔成
かなる

 
２ (2)善行  ア 救助・救援活動 

35 鈴木
すずき

 愛斗
まなと

 

(理由) 令和6年9月21日昼、帰宅が困難になった高齢者に呼び止められ、携帯電話で家族

に周囲の状況等を伝え、合流の目印となった飲食店まで徒歩で付き添い帰宅を支援した。 

36 静岡県立横須賀高等学校 笹本
ささもと

 超飛
ちょうひ

 １ (2)善行  ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年9月1日夕方、雨中転倒し頭部から出血していた高齢女性と遭遇し、声をか

けて介抱した上で、近くの方と協力して救急車による搬送につなげた。 

37 静岡市立清水桜が丘高等学校 山田
やまだ

 翔生
しょう

 ３ (2)善行  ア 救助・救援活動 

(理由) 令和6年5月20日夕方、同報無線で伝えられた行方不明者と同一の特徴の高齢女性

を発見し、声をかけて事情を聞き警察による保護につなげた。 

 

 

【団体の部】                                ※敬称略 

NO 学 校 名 団体名称 
学
年 

推薦区分 

１ 静岡県立浜松湖東高等学校 
フェアトレー

ド研究会 
 

(3)その他 PTA 会長又は校長が特に表彰に値する行

為であると認めたもの 

(理由) 令和 2 年から校内での探究活動を活かしてフェアトレードへの学びを深め生産者を訪

問し交流する中でその支援のための募金活動を展開している。 

２ 静岡県立浜松湖東高等学校 (生徒)  
(3)その他 PTA 会長又は校長が特に表彰に値する行

為であると認めたもの 

(理由) 令和3年から「湖東の場所(コトバショ)」の活動を始め日々改善に努めながら地域の小

中学生への憩いの場所の提供や学習支援に取り組んでいる。 

３ 静岡県立浜松工業高等学校 (生徒)  (2)善行  ア 救助・救援活動 

(理由) 令和 6 年 7 月 30 日昼頃、学校北側から火災が発生しその場に居合わせたラグビー部

員、全定の有志生徒が消防署員と共に消火作業にあたり延焼を食い止めた。 

４ 静岡県立稲取高等学校 
ボランティア

部 
 

(1) 奉仕活動 ア 社会福祉施設等への慰問や奉仕活

動 

(理由) 平成24年から夏休みを利用して地域の小学校に出向いて学習を支援する「ぐんぐん教

室」の活動に取り組み小学校や地域社会から感謝されている。 

５ 静岡県立三島北高等学校 音楽部  
(1) 奉仕活動 ア 社会福祉施設等への慰問や奉仕活

動 

(理由) 平成24年から春風会特別養護老人ホームあしたかホームの「ホーム祭り」に毎年参加

し合唱を披露して利用者との交流をしさらに令和５年度には幼稚園児の歌唱指導も行っている。 

 


